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論文内容の要旨
高度情報化社会の到来に伴い，ソフトウェア開発フ。ロジェクトの生産性向上が急務となっている。同時に協同作業を
計算機で支援する CSCW (Computer -Supported Cooperative Work) 研究が拡がりを見せている。本研究では
CSCW の視点から開発プロジェクト内のコミュニケーション支援を行なう。
始めにソフトウェア開発における従来のコミュニケーション支援研究を概観する。ソフトウェア工学では情報伝達の
標準化を進めている。これはソフトウェア記述の暖昧性と解釈の個人差を排除し，情報の客観性を高めることが目的で
ある。しかし，協同作業には標準化しきれない多くの情報が必要であり，支援の余地のあるコミュニケーションが残さ
れているo 一方CSCW分野でもソフトウェア開発プロジェクトのコミュニケーション支援が研究されている。しかし
現在のところ，マルチメデ、ィア技術を適用した小人数の遠隔会議支援が中心で，開発現場における問題点の調査から支
援までを一貫して扱う研究は少ない。本研究では開発現場におけるコミュニケーションの調査結果をもとに以下の 3つ
のアプローチから支援を試みている。
第一に，認知科学的アフ。ローチから人間の理解メカニズ、ムを考慮したソフトウェア意図伝達支援システムを開発した。
本システムはソフトウェアとドラマの構造の類似性に着目し，ソフトウェアをドラマのように表現する機能を実現して
いる。これによって従来の仕様書では記述できなかったソフトウェアの設計過程やモジュール聞の関係などが表現で
きる。
第二に，組織論的アプローチから大規模フ。ロジェクトにおける障害発生時のコミュニケーション支援システムを開発
した。数百人規模のフ。ロジェクトでは知識や情報が分散し連絡が遅れたり届かないなど危険がある。本システムは障
害発生時のコミュニケーションフ。ロセスモデルに基づいて情報伝達経路をシミュレーションし，開発や保守の際に連絡
先のア・ドパイスを行なう。その他に，シミュレーション結果をプロジェクト内のコミュニケーション構造の分析資料と
しても利用できる。
第三に，社会心理学的アフ。ローチからプロジェクトにおけるコミュニケーション評価手法を開発した。現在，コミュ
ニケーション評価は電話の時間や会議の回数などで定量的に測定されている o 本手法では，情報伝達と人間関係の維持
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というコミュニケーションの 2つの役割を主観的評価で測定し，メンバ一間の人間関係をいくつかのパターンに分類し
た。結果を顔の表情を用いて視覚的に表現することでプロジェクト管理者にとってもコミュニケーションの問題を直
感的に把握しやすくなっている。
論文審査の結果の要旨
高度情報化社会の到来に伴い，ソフトウェア開発プロジェクトの生産性向上が急務となっている。一方，情報科学の
分野では，協同作業を計算機で支援する CSCW (Computer -Supported Cooperative Work) の研究が拡がりを見
せている。本研究は，このような状況下にあって CSCW の視点、からソフトウェア開発フ。ロジェクトのコミュニケーシ
ョン支援について筆者が行ってきた一連の研究をまとめたものである。
筆者は，まずソフトウェア生産性向上に関する従来の研究を概観し，その問題点について基礎的考察を行うとともに，
コミュニケーションの観点、からの支援が重要であることを主張している(第 2章)。さらに，このことを実証するため，
第3章では，ソフトウェア生産現場におけるコミュニケーションの問題を実フ。ロジェクトのインタビ、ューをもとに分析
し，コミュニケーションの問題について認知的立場，組織論的立場，社会心理的立場からそれぞれまとめるとともに，そ
れぞれの必要機能について考察を加えている。以上の考察をベースに第4章から第6章で具体的なコミュニケーション
支援システムの開発とその評価を行っている。
第一に，認知科学的立場から人間の理解メカニズ、ムを考慮したソフトウェア意図伝達支援システムを開発した。ここ
で筆者はソフトウェアとドラマの構造の類似性に着目し，ソフトウェア設計の背景やエピソードなどを時系列的にダイ
ナミックに表現する機能を実現している。(第4章)第二に，組織論的立場から大規模フ。ロジェクトにおける障害発生
時のコミュニケーション支援システムを開発した。ここでは，知識と権限と担当職務に注目した障害発生時のコミュニ
ケーションプロセスモデルを開発し，それに基づいて連絡先のアド、バイスを行なったり，コミュニケーションネックの
分析を行えるシステムを開発している。(第 5章)第三に，社会心理学的立場からフ。ロジェクトにおけるコミュニケー
ション評価手法を開発した。ここでは，多数のメンバ一間のコミュニケーションの状況を，モニターし，定性的に表現
する手法を開発している。最終結果は，顔の表情で視覚的に表現することで，プロジェクト管理者がコミュニケーショ
ンの問題を直感的に把握することが可能となる。(第 6 章)
以上の研究結果は，コミュニケーション支援という立場からソフトウェアの生産性向上に先駆的に貢献したものであ
り，かっ実用化の重要な指針も与えており，博士論文として価値あるものと認める。
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